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千葉⼤学附属図書館 学術成果リポジトリ担当
千葉⼤学附属図書館の取り組み
1１．千葉⼤学機関リポジトリ CURATOR の15年
と課題
21-1. 千葉⼤学機関リポジトリ CURATOR の15年
・2002年8⽉ 機関リポジトリのプロトタイプ開発開始
・2003年4⽉ 試験運⽤開始
・2005年2⽉「千葉⼤学学術成果リポジトリ運⽤指針」制定
・2005年7⽉ 正式公開（国内初の機関リポジトリ誕⽣）
・2007年3⽉ 研究データ（デザイン作品）約200点を公開
・2005〜2012年 CSI委託事業を受け、システム開発・
コンテンツ構築・コミュニティ創出⽀援
・2016年2⽉「千葉⼤学オープンアクセス⽅針」制定
・2016年8⽉「CHOR-JST試⾏プロジェクト」参加
・2017年12⽉「CHORUS Dashboard」有償契約
・2018年9⽉「千葉⼤学学術リソースコレクション c-arc」
公開（デジタルスカラシップ，IIIF画像）
・2019年1⽉ 研究データ（植物標本）５万２千件のDOI登録
31-2.千葉⼤学学術成果リポジトリ運⽤指針（2005年）
・研究者による
セルフアーカイブを
前提としている
41-3.千葉⼤学オープンアクセス⽅針（2016年）
・学術雑誌等で公表した
教員の学術研究成果は
機関リポジトリから
公開することを定めた
・千葉⼤学学術成果への
⾃由なアクセスを
保証するという理念
1-4. 千葉⼤学リポジトリのコンテンツ数の推移とセルフアーカイブ率
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千葉⼤学リポジトリ 資源タイプ別コンテンツ数
OA論文の比率の推計
■ 学術雑誌論文
（学内学会誌が
ほとんど）
■ 学位論文
■ 紀要論文
■ 研究報告書
■ データセット
（植物標本写真が
ほとんど）
■ その他
2006 2007 2008 2009 2010 2011    2012   2013   2014    2015   2016
研究データ 約52,000件
「千葉医学」約25,000件
紀要 約9,000件
61-5. 千葉⼤学のゴールド OA論⽂と APC⽀払額 の増加
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国際誌掲載論⽂におけるゴールドOAの割合とAPC⽀払額推算
Gold OA論⽂数 国際誌掲載論⽂数 APC⽀払推算額（円）
1,262 論⽂
1,405 論⽂ 1,452 論⽂
7.1％ 13.5％ 19.8％
2012 2014 2016
※ Web of Science，DOAJ，TTSレート による推算。レビュー論⽂，ハイブリッド論⽂は推計に含まず（2017-06-01作成）
円論⽂
年 年 年
71-6. 出版社サイトでの OA の世界的増加
OA論文の比率の推計
■ closed ＝下記以外
（ResearchGateなどで共
有された論文を含む）
■ bronze ＝出版社ウェ
ブサイトで公開されてい
るが、ライセンスが明確
ではない論文
■ hybrid ＝読者が購読
料を支払うタイプの学術
雑誌だが、著者が公開費
用（APC）を支払うこと
で公開された論文
■ gold ＝著者が出版・
公開費用（APC）を支払
うタイプの学術雑誌に掲
載された論文
■ green ＝有料の学術雑
誌に掲載された論文を、
著者がセルフアーカイブ
しリポジトリで無料公開
した論文
図: Number of articles with OA copies, estimated based on a random sample of 100,000 articles with Crossref DOIs.
（https://doi.org/10.7717/peerj.4375/fig-2）を引⽤
OA種別ごとの論⽂数の推計（Piwowar et al. 2018）
81-7. 課題
機関リポジトリで
オープンサイエンスを達成するための
グリーンOA（研究者に作業負担）でも
ゴールドOA（研究者に費⽤負担）でも
ない⽅法は︖
9２．CHORUS Dashboard から
機関リポジトリへのメタデータ登録
10
2-１. CHOR-JST試⾏プロジェクト（2016.9〜2017.5）
⽬的︓研究者に負担をかけない業務モデルの実験
11
2-2. CHORUSダッシュボード データ抽出画⾯
抽出条件︓Verified Open Access on Publishers Site ＝ ʻYESʼ
12
2-3. CHORUS Dashboard から機関リポジトリへメタデータを登録
ORCID
DOI Publication DateArticle Title Publisher Journal Name
Author Affiliation License Type
登録
NRID
DOI Article Title Publisher
Author ⽇本語著者名
千葉⼤学機関リポジトリ へ
JuNii2に必要なメタデータ
Datasets (DOI)
Datasets (DOI)
CHORUS Dashboard から 抽出
論⽂単位 著者単位
作業①
論⽂メタデータを
excelの関数で
Junii2形式に⼀括変換
作業②
千葉⼤学研究者のみ⼿作業で
⽇本語⽒名・NRIDを追加
（現在は作業を割愛）
Textversion
※ メタデータのみ登録し本⽂ファイルは登録していない
データサイト
13
2-4. 千葉⼤学学術成果リポジトリで公開
DOI
Datasets（DOI）
出版社サイト
論⽂
KAKEN
千葉⼤学機関リポジトリ
NRID
14
2-5. IRDB からの学術流通の可能性
IRDB
学術機関リポジトリデータベース
ハーベスト
CiNii
閲覧
検索
提供 OpenAIRE
CORE
OpenDOAR
COAR
※ 現時点では試⾏のため
実際にはハーベストしていない
15
３．取り組みを通しての評価
16
３-１. CHORUSダッシュボードからリポジトリへの登録論⽂数
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登録論⽂数（累計）
336 論⽂
167 論⽂
79 論⽂
16 論⽂
14 論⽂
2017.12.1
千葉⼤学がCHORUSダッ
シュボードを有償契約
JST以外の助成研究も登録
2016.8
CHOR-JST試⾏プロジェ
クトに千葉⼤学が参加
JST助成論⽂のみ登録
17
3-2. CHORUSダッシュボードの評価
評価︓
○ CHORUSの取り組みは，出版社の⾃主的なOAを促し，
短期的なOA推進の⼿法として意義がある
○ CHORUSダッシュボードを利⽤したリポジトリ登録は
研究者に作業負担・費⽤負担がない
○ テキストバージョン管理・エンバーゴ管理は
出版社サイトで⾏われ、図書館での管理負担がない
○ 著作権許諾⼿続きへの図書館・研究者の負担がない
（国際論⽂は共著者100⼈以上が１割あまり）
○ 論⽂に関連するデータセットのDOIが⼊⼿できる
○ CHORUS加盟出版社・助成機関が増加し，
カバー率が向上している
18
3-3. CHORUSダッシュボードの評価
評価︓
× 機関リポジトリで本⽂ファイルが確保されない
△ カバー率のさらなる向上
CHORによるOAの状況の確認作業は、CHORUS
加盟助成機関（現在11機関）に限られる
△ 詳細な書誌情報・研究者情報は提供されないので，
機関リポジトリに登録時にメタデータ補完が必要
特に研究者情報（⽇本語⽒名・NRID）の補完に
膨⼤な労⼒がかかる
→ PID を利⽤し他DBから機関リポジトリへ
取り込む仕組みが必要
19
３-４. 千葉⼤学での今後の取り組み
課題︓
・業務フローの改善（PIDによるリゾルブ）
・ORCID・研究者所属・助成機関名等の情報の
千葉⼤学リポジトリへの取込み
→ JPCOARスキーマの適⽤
→ ORCID取得の促進
・CHORUSの捕捉率向上のため，論⽂の謝辞や投稿時に
助成機関名・Funder ID・ORCID等を記載するよう
研究者へ周知が必要
→ URA室に情報提供
・機関リポジトリの位置づけ検討（ハーベストを⾏うか）
・データセットの情報の活⽤
20
３-５. 詳しくは
「カレントアウェアネス」
No.341（2019.9）
で報告いたしました。
doi: 10.11501/11359092
ご清聴ありがとうございました。
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